




























































































































































め、 F （不可、 60点未満）は 3 名（全受験者の約




A （優、 80～89点）……21 名（ 15.8%)
B （良、 70～79点）……66名（49.6%)
C （可、 60～69点）……43 名（32.3%)























































I ）シンポジウムでの報告が省略された、 2006年 9 月
22 日の「最初の諮義」では「はじめに」として、
愛知大学当局のホームページに掲載されている年表
や、特集新聞記事（「この国のみそ 第 7 部世界









ねて、 2006年 6 月 IO 日に愛知大学車道校舎で開催）
での同学長の講演に使用されたものであり、私もこ
れを手本にしたレジュメを同年 6 月 18 日の岐阜支












































































































































































生徒と教員 l 人 1 人が l 人の人間として付き合える、そんな関係を築いていたことが素晴らしいし、今は少しその
関係が薄れている気もしますが、これからもそれらを受け継いでいけたら素敵だなあと思いました。（女性）
薬師岳での愛知大学山岳部避難事故は、本講義を通して初めて知りました。しかしこの事故の背景では、さまざ
まな人達が尽力していたということを知り、とても関心を持ちました。（ •••••• ）この事故を機に山岳の怖さという
ものが改めて認知されたのではないかと思いました。また、この事故の中で私が一番強く関心を持ったのが本間学長の言動です。本間学長は「たとえ資金が底を尽きても捜索活動は継続する」「人間の生命は地球よりも重い」と
いう発言をし、大学そのものの在り方を示されたような気がします。また、「全員が無事に帰ったらみんなの前で
あやまらせるつもりだったが、こうなってしまっては私が頭を丸めるしかない」と自ら責任を取って学長を辞任さ
れました。ただ本間学長のすごいところは学長を辞任して、そのまま愛知大学を去るのではなく、一教授として大
学に残り、愛知大学のために尽力されたということです。この本間学長の一貫した教育理念が、今日の愛知大学を
創ってきたのではないかと私は思います。薬師岳での避難事故を通じてさまざまな事が学べ、自分にとって得る物
がとても大きかった講義だと感じました。（男性）
〔注〕順不同（答案の選定基準は本文の尾注参照）。
表記については、明らかな誤字・誤用以外は原文のままにしたが、薬師岳事故を「事件J と表記しているも
のは「事故」に統ーした。
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